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イントロダクション 

ライナス・ポーリングは、ビタミンＣのコラーゲン繊維を合成する機能によるがん増殖抑

制の可能性に着目し、ビタミンＣを大量に摂取し続けると、癌の予防および治療に貢献でき

るという「メガビタミン療法」の考えを発表した１。現在、ポーリングの提唱した「メガビ

タミン療法」は否定されているけれども、もしポーリングがビタミンＣに変えて水素に着目

して「メガ水素療法」を提唱していたならば、彼の医療革命は成就していたであろう（図１）。 

 

図１：大量の水素はミトコンドリア内部のヒドロキシルラジカルを消去し、難治疾患を改善

する。 

ビタミンＣはミトコンドリア内部に透過することはできないけれども、大量の水素ガス

を吸入するとミトコンドリア内部で発生するヒドロキシルラジカルが消去され、ミトコン

ドリア機能障害を抑制し、疾病の予防と改善することができる。 

 



ミトコンドリア内におけるヒドロキシルラジカル 

細胞呼吸の際にミトコンドリアで発生する活性酸素（ＲＯＳs）は種々存在するが、その

うち、老化や治療が難しい疾患の原因となる細胞傷害を引き起こすＲＯＳs はヒドロキシル

ラジカルだけであるといっても過言ではない２。ヒトはヒドロキシルラジカル以外のＲＯＳ

s を消去する機構を備えているけれども、細胞内のあらゆる物質を攻撃し、老化や癌などの

難病の原因物質となることが知られている酸化活性の最も強いヒドロキシルラジカルを特

異的に消去する機構を備えていない。ミトコンドリア内は、呼吸の際に種々の活性酸素を生

成する場であることから、ヒドロキシラジカルもまた発生しやすい場所である３。したがっ

て、細胞質だけでなく、ミトコンドリア、細胞核など細胞内小器官の内側におけるヒドロキ

シルラジカルを如何にして消去するかが疾病の予防と改善のための課題となる。すなわち、

重要なことは、ヒドロキシルラジカルが発生し得るミトコンドリア内部のマトリックスの

あらゆる場所において、ヒドロキシルラジカルを消去する技術を確立することである。 

 

抗酸化物とミトコンドリア 

ポーリングはビタミンを過剰摂取することで病気の予防または改善に役立つというメガ

ビタミン主義を提唱した４。ビタミンＣの過剰摂取で期待できる効果はＲＯＳs が消去され

ることである。しかしながら、ミトコンドリア内部に抗酸化剤を送達するためには、抗酸化

剤がトリフェニルフォスフォニウム（ＴＰＰ）やミトコンドリアシグナルペプチドといった

特殊な構造を有することが必要であるが、ビタミン類にはそのような構造はないため、細胞

質に入ることはできたとしても、ミトコンドリアの内部にまで入ることができない５。また、

ミトコンドリアの内膜をターゲットとしたＴＰＰが結合した抗酸化剤も存在する。しかし、

これらの抗酸化剤を用いた試験では疾病の改善効果は認められていない。したがって、ミト

コンドリア内部のマトリックスで発生するヒドロキシルラジカルを消去することはできな

いため、ビタミン類によるミトコンドリアの酸化ストレス障害に対する有効性は悲観的で

ある。 

  

ポーリングと「メガビタミン療法」 

キャメロンとポーリングは、１９７６年に様々な種類の末期癌患者１００人に大容量ビ

タミンＣ（１日１０ｇ）を１０日間静脈内注射しその後経口投与した患者と、ビタミンＣの

投与を受けていない１０００人の患者を比較したところ、ビタミンＣを投与した患者で非

常に良好な全身状態であったことを報告した６。しかし、キャメロンとポーリングの検証は、

コントロールの患者は同じ病院における過去の患者である遡及的比較であり、科学的客観

性に欠けるものであることが後に明らかとなった。そこで、エドワード等は無作為二重盲検

比較により、キャメロンとポーリングの報告を改めて検証したところ、ビタミンＣ投与群と

プラセボ群では進行がんに対する知覚可能な抗腫瘍効果を実証することができなかったこ

とを報告した７。癌以外の疾患については、腎障シスチン症に対するビタミンＣの改善効果

が見られなかった報告もある８。むしろ、細胞が強い酸化ストレスを受けたときに過剰摂取

するとビタミンＣがプロオキシダントとして働きヒドロキシルラジカルの発生を促進する

報告さえもある９。このように、ビタミンＣを用いた癌を含む多様な病態に対する治験にお



いて薬効を示すことに失敗している。これはビタミンＣをはじめとする抗酸化剤をヒドロ

キシルラジカルの発生源であるミトコンドリア内部のマトリックスにまで到達させようと

いう思想がなく、疾病の改善につながるような適切な抗酸化物質を開発することができな

かったためであると考える。 

 

分子状水素医学 

水素は、このようなビタミンＣをはじめとする抗酸化剤の弱点を克服する分子である。分

子状水素医学は急速に開発が展開している研究分野で、水素の摂取によってパーキンソン

病、癌など現代医学では治療が難しい疾患に対する改善効果があることが多数報告されて

いる 10, 11。水素の生体内での作用機序は炎症の原因となるヒドロキシルラジカルを消去す

る抗酸化作用により抗炎症作用を奏し、この抗炎症作用を通じて活性酸素の発生をも抑制

することができる。水素は最小の２原子分子であるために細胞膜を容易に透過し、ミトコン

ドリアマトリックスにまで入り込み、ミトコンドリア内で発生するヒドロキシルラジカル

による水素分子の水素原子引抜反応によって水分子に変換する１。また、水素分子の水素－

水素結合は比較的強い共有結合であることから、水素はヒドロキシルラジカル以外の細胞

を構成する物質と反応して細胞に傷害をもたらすことはない。水素とヒドロキシルラジカ

ルとの反応生成物は水なので過剰摂取しても他の抗酸化物質や医薬品のような副作用が生

じることはない１2。 

これまで、ヒト腸内細菌における最優勢菌でもあるブラウティア・コッコイデス (Blautia 

Coccoides) は高齢者では腸内における菌数は子供や大人よりも減少している報告がある１3。

ブラウティア・コッコイデスはヒドロゲナーゼを有する水素産生菌であるが、水素産生菌の

産生する水素量と敗血症との関連について指摘した報告がある１4。また、加齢に伴う腸内の

水素産生菌の減少は、腸内で産生される水素量の減少に他ならないと言える。そして、加齢

とともに水素産生菌が減少し水素の発生量も減少すれば、全身で常に発生しているヒドロ

キシルラジカルの量も増加して、老化が加速され、様々な治すことが難しい疾患にも罹りや

すくなる１5。老化についても、水素産生菌のブラウティア・コッコイデスの減少によって、

腸内で産生される水素量が減少し、老化が促進されるのであるとすれば、水素と長寿には密

接な関係があることが明らかになるだろう。 

 

メガ水素療法 

ここで、我々は「疾病の予防と改善のために大量の水素を積極的に摂取すべきである」と

いう「メガ水素主義」をここに提唱する。ヒトは生まれてから死ぬまでに腸内で生成される

水素によってミトコンドリア内で生成されるヒドロキシルラジカルを制御してきたと考え

られる。しかし、腸内細菌で作られる水素だけでは老化や疾病の予防と改善は不十分なので

ある。不足している水素を積極的に体内に補給することによって、疾病や老化を予防するこ

とは可能であるし、すでに進行してしまった老化や疾病を元に戻すことさえ可能となるの

である。最近では、水素ガスの吸入によって外傷性脳障害を顕著に改善することに成功した

報告もなされている 16。ヒトの細胞の数はおよそ３７億個あるといわれており、それぞれの

細胞にはヒドロキシラジカルの発生源であるミトコンドリアが３００～４００個存在する。



そのすべてのミトコンドリアで発生するヒドロキシルラジカルを消去するためには、大量

の水素を吸入して身体の隅々にまで水素を送り届ける必要がある。「メガ水素療法」は「メ

ガビタミン療法」のみならず、現代医学によっても今なお治すことが困難な癌などの慢性炎

症疾患の改善効果を実現するだろう。 
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